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率 が最大 にな る.而 してCurie貼 以上 ではこの減 少率 が温  虞 。
度上昇 と共 に小 さ くなつ て150℃ を過 ぎると偏僑電墜 の影  ・ミー1・
響・樋 て働 とな・・伽 の場綱 ・こは示していないが ㍗;1
偏僑電堅の上昇 と下降 とでは容量の値が異 り.和 當大 きい  距 如
履歴現象が認められ,殊 にCurie鮎 以下の温度ではこの傾    一5e
向が 著 し く,Curi・1,tifLJ.上 の1版 では膿 」・昇 と共 晦 歴  o zo釦6σ 、蝦o曙0140'60
現象 が少 くな り・150℃ 以上 では殆 ど認め られない・第3 箪5周 直流筋5奇電圧 クoo7'・fa s
圖は履歴 曲線 の電巫上昇時 の値 を取つた ものであ る.同 圖    溶量減 少率 の 温戚 嚇 恨
か ら直流偏惰電 墜をパ ラメr-一タVと して静電 容量の温 度特 性 の概略 を示 す と第4圖 の 如 くな
る.〆両700ヴ オル ト(598v/mm)の 偏!奇亀墜を加 えた時 の容量 の攣 化率 ∠clc(或 は誘電率 の
攣化率4ε/ε)を 計算 してその湿度 による特性 を示 した ものが第5圖 で あ る.
1) 阿部,田 中:本 誌,1:3,95(昭 和24)
              (昭 和24年7月9日 受 理)
         12.燻 瓦 の 研 究(第3報)
             寺 田 清,玉 城 國 造
 1.緒 論 燃瓦製造に封 して高能率の窯の適用を制限するものは燥焼過程である1)2b.著
者等は燥焼の問題を,主 として工業的製造の立場より研究 しているが現在迄 に得 己,れた結果を
本報で報告する.
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 9.煉 化剤並びに燥色に關する實験  倒焔式の實験熔 に依 り條件を努めて實際上の立場 と
同一・にとつて實験 を行い次の結果を程た.
 1) 燃化剤 として働 く炭 化水素の種類:炭 化水素の種類に依 り憾化作用に如何なる差異があ
るかを實験 した結果,(の 流動パラフィン (b)松 根油 (c)重 油 (d)松 根1由(10)+松 脂(1)
(重量)は何れ も粘土表面が800℃ 以上に於て美 しい蕉色を呈し,900～950℃ 以上では共の色彩
が特 に秀れ,實 験に川いた炭化水素の極類の範幽では大茎が認められなかつた。
 2)燥 瓦表面の銀白色薄膜構威物質3著 者等は磁性管の表面に此の薄膜を造 り,之 を顯微鏡
的及び化學的並びに嗣氣傅導度の測定よ り検討して,色 合の李れているのわ大罷黒鉛の薄膜で
標準規格の二～三等品にな るに從ひ,無 定形炭素及び煤成分3)4)が多 くなつてい る事を認めた.
一般 に黒鉛の室氣中に於 ける酸化温度は600℃1)附 近 と言はれているが,此 の薄膜は300～350℃
で酸化する黙,前 者 に比較 して可成 り活性である.
 fi.燐 嶢過程に關する實験  縢化刑 として一定量の松根油を用い,之 に依て均一良好な燥
化表面債を塘大する爲の諸條件を見出す爲に次の實験を行つた.
 1) 實験條fi・:松根油注入時の傭内被熱物のL'ls均温度は106C～1000℃ に選び,冷 却は自然冷
却に依たが共の初期冷却速度は2goo～2200c!hrで あつた.臥亦松根油注入位置其の他諸條件は第
1圖 中に詳記 した.
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たが,圏 より分 る通 り,松 根油注入時の温度及び初期冷 欝 ・         闘 苺
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却速度 に殆麟 糊 係で,イ1猟 も6り分後にはCO・は測 ・値 靴   。   峯
を示 し,亦c・ も殆 どQに なる.此 醇 より照 湘9・ ・T t:i,eb-詳 一釧
℃以上にては完全に熟分解を受け,亦 此分解は大禮最初  → 欄 榊 鯉`鱒麟 ン蝋X㈲
の30分 以内で完了する事を意味するもの と考えられる.      第細  g,;s。h,,,。n,.ar."1κ 
3)燥 化護達の朕態:燥 化は燥化剤注入位置を中心 と 婁th  繭繍麟  轟 雛 灘鴛ボ
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するものである.爾 第1圓 に⑭印を附 したものは嬢化剤  。 賀 解`自。臥醇嗣跳端尚o邑●甑3。。
の稀繹剤 として水を使用した場合の1例 であるが,之 よ
り稀繹割の功果の・一立il{1が想像 される,
 皿.實 験に勤ナる考察  (1)燐1ヒ 作川のみをIIIJ題として考 える時には各種炭化水素の間に
殆んど業異が認め られない.(2)煉 色は粘土表面に附茄している黒鉛の薄膜であつて,特 別な
化合物に依 るものでない.(3)燥 化奉は燃化剤注入位置に大いに關係する.(4)稀 鐸剛の効果
は可成 り大 きい様である.
 V.結 言 以上 より分 る通 り,憾 瓦製造の高能率化をはかる鴬 には稀繹剤の研究を進め
なければならないが,之 に關 しては現在迄に炭化水素の熱分解に關する数多 くの研究が護表 さ
れていて利用 し得 るものが多いlb7).亦工業的製造に貢黒liをお く時には窯ii舗1を燃化剤が如何 に
流れるか と云 ふ問題が更に1彩:要となるので,結 局醸瓦製造は稀繹剤,傅 熱臼、及び燥化綱の窯詰
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間 の 流 れ の 方 面 よ り考 究 さ れ るべ きで,目 下 此 の 方 向 に 向 つ て 研 究 を 進 め て い る.(終)
 1)寺 田清,玉 城 國 造:窯 協,昭24,57,635.
 2)同 上   ibid.,昭24,576,363.
 3) 三 浦 伊 八 郎,西 則 屹二;木 材 化 學,(昭22).
 4) N.Trusty=C. A.,1936,30,2734・.                             ・
 5)向 坊 隆:化 學 の領 域,1948,2,7.
 6)W.A. Bone,&H. F. Coward:J。 C, S.,1908,95,1163 ・1216.
 7) V,A. Karzhavin:C. A,1932,26,5399.
 8) N.S. Gray:Trans, Ceram.亀oc.、1938,57,100.
              (昭 和24年7」 一]7U受 理)
       13.櫨 内 瓦 斯 流 れ の 研 究(第1報)
              寺 田 清,玉 城 國 ・造
 1.緒 論 櫨内瓦斯流れの朕態は流動瓦斯の蓮動量並びに畑系の呈する各種の抵抗及び
浮力の綜合結果である.故 に先づ以上3つ の要素の内の2つ の綜合結果か ら成 る1つ の流れを
測定 し,次 で第3の 要素を附け加へた流れを渕定することが出來れば,實 際の流れを角鮒τする
のに大いに役立つ.此 の方法は膜型實験 に依つて行い得 られるものである1)『=.著 者等は此の
方法に依って瓦斯流れの研究を行つているが,本 報に於ては"ド レスラー トンネル窯"り一S)に
於ける自然の瓦斯流れに關 して報告する.
 ll.實 験  1)模 型及び測定裟置:模 型燈及び負荷は正 しく實物のILi c)としたが,ド ・
ツプアーチ及びフアンリサーキユレーシヨンの装置は取除 いた.叉 細似則に關する標示量 とし
ては實際の櫨の使川状態に於けるレイ ノル ド数(以下Reと 記す)を 選んだ.亦 測定装置に關し
てはGOoding9)及 び藤本氏10)の丈献に準擦 した.
 2)速 度分布の測定:(の 常温室氣1こ依 る實験 此場合瓦斯流れを支配する要素は熔の流艦
力學的抵抗 と瓦斯の有する蓮動量である.第1圓 に此の結果 を示 したが,流 動瓦斯のノ嫡 ～分速度
Vxは 瓦斯μ賞出孔の高 さで且つ共の直後に於て最大で,上 部 に行 くに從い且つ下流になると共
に減少し,大 艦に於て最小抵抗の法則 にそ楚つている様子が分る.唯 常温ク茎氣 に依 る實焉愈に於て
はReを 實際の熔 と1司…に採る爲 には共のZF均速度は11∫な 「〕小 さくな り,批 の薦各郡の正確な
 定は困難であつたが,共 の流れの傾向は高温瓦斯流 とエヒ較す ると和常判然 としていて,熔 の
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